




 (2024 ) 

2009

2000 2018

10 20  

2005 H17  877 96 48
2009 H21  1,312 889 
2014 H26  1,655 1,215 
2017 H29  1,868 1,476 
2018 H30  1,678 1,351 
2020 R 2  1,093 916 
2021 R 3  1,144 930 
2022 R 4  1,203 962 

2023 R 5  1,282 1,031 
1,340 1,110

 

1



2



3



4



5



6



7



8



9



10



11



12



13

資料4-1



14



15



16



【【５．運行制度の考え方】 
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本格的 にバスの運 行を開始しま す。本格運行を 継続する基 準を満たして いる間は、

運行を継続 できますが 、基準を下 回った場合に は運行を廃 止します。 

①実行 委員会での 協議を経て運 行計画を確 定します。

②運 行開始 日を設 定し、 市川市公 共交通 協議会 の承認 を受け 運行事 業者は、 国土

交通 省に運行許可 の申請を行 います。（運行許可 が下りるま でには１～ ３ヶ月程

度の 審査期間が 必要になりま す。）

①本 格運行開始 のための周知 を実施しま す。（市は広 報・ホームペ ージで周知 ）

②市 は時刻表を 作成します。

実行委 員会の 設立に当 たり定 める規 約等に基 づき市 川市は 負担金 を支払う こと

になりま す。 

実行委 員会は 、運行の 状況を 加味し て運行計 画の変 更をす ること ができま す。

採算 の確保 が難しい 場合や 、運行 計画の 拡大等 につい て検討を するこ とがで きる

こと としま す。ただ し、運 行計画 を変更 するに は、市 川市及び 市川市 公共交 通協

議会の議 決を必要 とします。 

（1）運 行を継続す るための採算 率

本格 運行を 開始し た後に は、運 行継 続を判 断する 基準に より毎 年採算 率を

確認し ます。 基準で ある ４０％ を２ヵ 年間連 続して 下回っ た場 合には 運行を

取りやめる こととなり ます。 

５－５．本格運行の実施、運行基準による検証（ステップ５）

※ 判定基準  運行継続 に必要な採 算率は 40％以上

２カ年間連続 で採算率を下 回ったら運 行廃止 

●手続き

●運行開始までの準備

●運行開始後の運行継続

●負担金の支払い

●運行計画の変更
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（2）実行 委員会の存 続

本格運 行を継 続するた めには 、実行委 員会の 存続が必 要不可 欠となり ます。

構 成員に不 足が生 じて実 行委員会 が存続 できない 場合には 運行の 継続は できな

い こととなり ます。 

運行の 廃止は 、２カ年 間に渡 り基準 となる採 算率を 下回っ たこと が確定し た時

点で 市川市 公共交 通協議 会に廃 止の提 案をしま す。そ の後速 やかに 廃止の 手続き

を実 施し、少な くとも３ヶ月 以内には運 行を廃止しな ければなり ません。 

●運行廃止の時期

※ 判定 基準 実行 委員会が解 散したら運行 は継続でき ない
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市川市コミュニティバス運行指針は、以下、市川市ホームページに掲載。

https://www.city.ichikawa.lg.jp/common/000056406.pdf
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